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論文内容の要旨 

 

 人間に関わる種々の製品を設計する際, 従来は人間のサイズが測られ，分析されるのが通常で

あった．その後３次元計測法が普及して，大量のデータをコンピュータで扱うことが可能になり，

体形の把握や製品設計の手法が大きく変化しようとしている．しかし人の体形の記述法やコンピ

ュータ処理に関する技術は非常に少なく，メーカーの多くは大量の人体データを使いこなしてい

ないのが現状である． 

 本論文は，３次元人体形状を記述するために既開発の人体形状モデルを利用し，任意の体形を

もつ女性があるブラジャーを着用した場合にどのような補整機能を発揮するか，またその時にど

のような着用感が得られるかをコンピュータによってシミュレートする手法について述べたもの

である．前者は，本来，人体と衣服の物性値と詳細な構造モデルを用いて力学的方法でシミュレ

ートすべきものであるが，いくつもの困難があり，未だ実現されていない．本論文はこれに対し

て，ブラジャー着用前後の体形変化を分析し，比較的簡便な方法でブラジャー着装時の胸部形状

がシミュレーション可能であることを示した．またブラジャーの着用感が着用前の体形のみから

シミュレーション可能か否かの検討を行い，着用感の一部をシミュレーション可能との結論を出

している． 

 本論文は６ 章より成る．第１章では，研究の背景と目的を述べている．また第２ 章では，乳

房の特性とブラジャーについて研究に必要な事項をまとめている． 

 第３章は，日本と韓国でブラジャーに関する意識調査を行い，両国の女性ともブラジャーに多

くの機能を求めていることを明らかにしている．また韓国女性が実用性を重視する傾向をもつ一

方，日本ではブラジャーにもファッション性を求める傾向が強いこと，韓国の若年者に日本人と

同様の傾向が現れ始めていることを示している． 

 第４章では，まず人体形状モデルの性質を述べ，その形状パラメータから抽出した 49 個によ

りブラジャー着用により変化する胸部体形を記述可能なことを示している．次に 284 個の乳房を

柔らかさで３ クラスに分類し，ブラジャー着用前後の体形変化を 49 の体形パラメータを利用し

て回帰分析し，15種類の回帰関数から両者の関係を高い相関係数で記述できるものを特定してい

る．また，柔らかさによる分類をしなかったり，サイズや年齢による分類では相関係数がこれよ



り低くなることを示した．次いで，この結果を用いてブラジャー着用前体形から着用時体形をシ

ミュレートするとともに，結果を視覚的および数値的に評価し，平均 6mm 程度の誤差で着用時

体形が予測できることを述べている． 

 第５章では，ブラジャー着用前後の人体計測とブラジャー着用感の主観評価実験を行い，着用

感を構成する３ 因子を明らかにするとともに，着用前の体形から着用感をシミュレートする方法

を検討している．まず, 着用前後の体形パラメータを説明変数，因子得点を目的変数とする重回

帰関数を遺伝アルゴリズムと回帰分析法を組み合わせて探索し，「フィット感」因子が予測可能で

あることを明らかにした．さらに対象を絞り込んで，それの構成項目のうちブラジャーのずれ上

がりと浮き上がりに関する評価値の予測可能性が高いこと，第４ 章で開発した手法を利用して着

用前体形のみからこれらの評価値をかなり予測可能であることを示した． 

 第６章は結論である． 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 上着についての着装シミュレーションは実用化の段階に入っているが，下着の着装シミュレーショ

ンに関する研究は非常に少なく，また成功例がない．その主たる理由は人体の物理的特性や構造に関

するデータが不十分なことにある．本論文は補整下着のうちブラジャーについて，簡単ではあるが，

精度の高いシミュレーション手法を提案しており，人間工学，被服工学で高い価値をもつ．また着用

感のシミュレーションというこれまで取り上げられたことのない領域にも切り込んでおり，この分野

に示唆を与える点が多いと思われる． 

 論文はまず，多数の日韓女性を対象に行ったブラジャーに関する意識調査から，ブラジャーの補整

機能に対する要求が強いことなどを明らかにした．続いて申請者が所属する研究室で開発済みの３次

元人体形状モデルから49の形状パラメータを抽出すればブラジャー着用により変わる乳房部の体形を

分析できることを示し，284個の乳房についてブラジャー着用前後の体形変化の回帰分析を行った．こ

の際，乳房を柔らかさで分類すると，分類しない場合やサイズ，年齢で分類する場合より相関係数が

高くなることを明らかにした．また得られた最良の回帰関数を用いれば，精度の高い着装体形のシミ

ュレーションが可能なことを数値的に示している．さらに，ブラジャーの着用感が３因子からなるこ

とを示し，そのうちの「フィット性」因子を構成するブラジャーのずれ上がりと浮き上がりを，着装

シミュレーションと併用すれば，着用前の体形のみから予測できる可能性が大きいことを明らかにし

ている．論文でも検討しているとおり，乳房の柔らかさなどの情報を利用すれば，確度の高い着用感

シミュレーションが可能と考えられる． 

 以上の手法は他の補整下着の着装シミュレーションなどにもそのまま応用できるものであり，述べ

られた結果はそのための技術と基礎データを提供するものとして高く評価できる． 

 本論文は査読制度をもつ学会誌等に掲載ないし掲載予定の下記３編の学術論文(１編は投稿中)を元

に作成されたものである．申請者はいずれの論文においても筆頭著者である． 
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